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６月１日（木）に、豊川市教育委員会の先生方をお迎えして

授業研究会を行い、すべてのクラスで授業を公開しました。 

１時間の授業の中には、「今日の課題をもち、見通しを立てる

時間」「一人でじっくり考えて自分の意見をもつ時間」、「友だち

と考えを伝え合い、よりよい考えを作り出していく時間」、「今

日は何を学んだのか振り返る時間」など、さまざまな場や時間

が設定されています。子どもたちは課題に向き合い、友だちと

考えを伝え合い、考えを深めていきます。 

 校長先生は、すべてのクラスの授業を、少しの時間ずつです

が見て回りました。どのクラスも、全員の子どもたちが意欲的

に授業に参加しており、また、積極的に意見を発表するなど、

張り切っている場面をたくさん見ました。教育委員会の先生方

からは、「子どもたちがとても落ち着いて授業に取り組んでい

る。すばらしい」「１年生がきちんと座って、よく話を聞いてい

る」「授業の心がまえをみんなが意識していて、学習の土台がで

きあがっている」「高学年もしっかり手を挙げて自分の意見を言

っている」「子どもたちが授業の最後までやる気が続いていた」

「子どもたち同士、楽しそうに学んでいる」「教室がきれいに整

とんされている」など、子どもたちの姿や４月から取り組んで

きたことをたくさんほめていただきました。 

また、授業がもっと上手になるように、先生たちはたくさん

アドバイスをもらいました。これからの授業に生かしていきま

す。 
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６月２日（金）、５年生を対象に、「スマホケータイ教室」を実施しました。今回の講師は、ＫＤ

ＤＩ株式会社の吉岡哲也さんです。「スマホケータイの正しい使い方を学ぼう」をテーマに講演し

ていただきました。 

ネットの特性を確認し、具体例で考えながら、「相手がどう思うか考えて使うこと」「ルールを決

めること」「トラブルにあわないために気をつけること」の大切さについて分かりやすくお話しい

ただきました。本来、ネットは大切な人とつながるための道具であるのに、使い方を間違えると、

大切な人とのつながりを切ったり、取り返しのつかない事態を招いたりしてしまいます。 

この講演会が、スマホケータイの正しい使い方について、お家の人と一緒 

に見直すよい機会になってほしいと思います。４月のＰＴＡ総会の折にも、 

「市内統一事項徹底」と「わが家のルールをづくり」についての啓発文書を 

配布させていただきました。参考にしていただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市制８０周年記念事業として、親子講演会「金子みすゞの世界 in 豊川」を開催します。この講

演会は、保護者や子どもを対象に、豊川市の将来を担う子どもたちの成長や子どもたちが生き抜

く未来への希望を願う機会にしようと、教育委員会が企画したものです。 

金子みすゞさんは、大正時代末期から昭和時代にかけて活躍した童謡 

詩人で、４年生の教科書に「ふしぎ」という作品が掲載されています。 

金子みすゞさんの詩を読むと、みずみずしさとやさしさにあふれた表現 

についひき込まれてしまいます。他にも「みんなちがってみんないい」 

「こだまでしょうか」などの有名な詩があります。今回の講演会では、 

みすゞ記念館の館長さんと、講談師の方をお招きするようです。 

本日、案内を子どもに配付しました。ご希望される方は期日までに 

ご提出をお願いします。くわしくは案内をご覧ください。 

先週は、急な連絡にもかかわらず、引き渡し下校にご協力いただきありがとうございました。 

スムーズな引き取り、整然とした入車・出車、駐車にご協力いただき、たいへん助かりました。 

 報道されているように、想像した以上の大雨により、東三河各地で大きな被害がありました。今回の

ように、最近では、台風より、梅雨時や梅雨明け時の豪雨がたいへん心配されています。個人の力で自

然災害を防ぐことは難しいですが、被害から身を守る、被害をできるだけ少なくするために一人一人が

普段からできることはたくさんあると思います。ハザードマップで危険な場所を確認しておくことや、必

要な防災グッズを用意しておくこと、いざというときの家族の動きを確認し合っておくことも大切なこ

とです。いつでも、どこでも災害は起こりうるということをあらためて感じさせられました。 


